
第 章

仙川リメイクの評価
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仙川リ メ イ ク 策定後から 現在に至るまで社会が求める緑や水の役割が変化し て

います。

近年の国や都の動向や本市で策定した計画などから、 緑と水に関連する主な項目

を以下にまとめました。

環境に関する社会動向　 　1

本市の水と 緑の軸に位置付けら れた仙川の水辺環境は、 その生態系と 共に地域

の財産であり 、 緑と 水のネッ ト ワーク の一翼を担っ ています。 多様な生物が生息

する水辺環境を良好に守り 育むためには、 長期的な維持管理を効果的に継続し て

いく こ と が大切であると 考えます。

※1 SDGｓ  ：  持続可能な開発目標。平成27（ 2015）年9月に国連サミット で採択された、2016年から2030年までの

   国際目標で、持続可能な世界を実現するために、環境問題への対策など17の目標が示されています。

※2 グリーンインフラ  ： 自然環境が有する多様な機能を活用し 、持続可能で魅力ある都市づくりを進める取組みを示します。

国 持続可能な開発目標
（ SDGs）※1の推進

持続可能な世界を 実現するために、環境への対策など17の目標を 設定

グリ ーンインフラ※2の
推進 

自然環境が有する多様な機能を 活用し 、持続可能で魅力ある都市づく り を
進める取組み 

都 「 未来の東京」
戦略ビジョ ン

（ 令和元（ 2019）年）

水辺を 核に、ゆと り と 潤いに溢れたまちを つく る

都市づく り の
グランド デザイン

（ 平成29（ 2017）年）

水辺を 楽し める都市空間の創出 →せせら ぎ等の水辺空間整備の促進
（ 区市町村と 連携）

市 武蔵野市第六期
長期計画

（ 令和2（ 2020）年）

緑と 水のネッ ト ワーク の推進の調和  ：  生態系ネッ ト ワーク・ 人と 生物の暮ら し

公共施設における環境負荷低減の
取組み　 　

 ：  集中豪雨による浸水リ スク →水循環都市 
の構築

環境啓発における市民活動と の連携　  ：  緑に親し むき っ かけと なる情報発信
 ：  参加し やすいボラ ンティ ア活動の仕組み

づく り

第四期武蔵野市
環境基本計画

（ 平成27（ 2015）年）

生物多様性に配慮し た緑と 水の保全・
創出と その活用

 ：  自然が感じ ら れる環境の確保

武蔵野市緑の
基本計画2019

（ 平成31（ 2019）年）

緑の将来像　 　 　 　 　 　 　 　 　  ：  仙川は「 水と 緑の軸」の位置づけ

緑と 水の魅力を 輝かそう 　 　 　  ：  緑と 水辺の効果→防災・ 生物の生息環境
 ：  緑と 水辺を 良好に守り 育むための長期的

な維持管理
 ：  緑と 水辺の大切さ を 学び共有する取組み

武蔵野市生物多様性
基本方針

（ 平成29（ 2017）年）

玉川上水、千川上水、仙川及びその周辺は、生態系ネッ ト ワーク における回廊性を
意識し た整備

武蔵野市景観
ガイド ライン

（ 平成29（ 2017）年）

景観資源を 活かし たまちづく り  ：  緑と 水の景観ネッ ト ワーク を つく る

水辺環境の多機能性が求めら れている
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仙川リ メ イ ク の4つの基本的な考え方などに照ら し 合わせ、 整備を進めてきた

水辺環境について評価を行いまし た。

（ 1）仙川リ メ イク の基本的な考え方による評価

① 水を楽し む

仙川リ メ イ ク 策定後に境浄水場と 第二浄水場から の送水（ 水源の確保） が実現

し 、 現在では水辺が育む様々な生物の生息環境が形成さ れています。

また、 仙川リ メ イク の目標水量は、 長期目標で 35㍑ /毎秒と さ れていますが、 現

状は目標水量には達し ていないものの、 水がなかった川に水辺が創出さ れまし た。

仙川リメイクの実績評価　2

桜一の橋付近の
吐出口

桜二の橋下流側の
水流

千歳橋下流側の
水流
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② 歩を楽し む

仙川沿いには、 桜並木や団地内の緑が連続し ており 、 水と 緑の軸の玉川上水や

亜細亜大学などの緑の拠点を結ぶネッ ト ワーク が形成さ れています。 また、 桜一

の橋から 玉川上水までの桜並木の緑が、 こ のネッ ト ワーク を補完し ています。

そし て仙川沿いに配置さ れた歩行空間と 周辺の遊歩道などが都立小金井公園と

花の通学路を結ぶ、 緑と 水を楽し む「 歩」の空間と なっ ています。

図2-1　 仙川周辺の緑と水のネット ワーク図

桜一の橋と玉川上水を結ぶ桜並木 千歳橋と花の通学路を結ぶ桜並木
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〈 桜堤公園～千歳橋区間〉

団地に隣接する当区間では、 仙川に沿って通路が配置され、 緑も多く 存在します。

 

通路がない場所でも 緩傾斜護岸に整備し た場所では、 散策や生物の観察などの

レク リ エーショ ンで利用さ れています。

〈 千歳橋～亜細亜大学区間〉

千歳橋から南側は、 仙川に沿った道路から仙川の水流

や水生植物を眺めたり、 メ ダカなどの生物を観察するこ

ともできます。 一方、 仙川が大学内の区間に入ると、 川

には近寄れなく なります。

図2-2　 仙川と歩行空間のネット ワーク図

仙川沿いを散歩する人々 自然観察活動

ガマの穂
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③ 花を楽し む

改修し た仙川と 隣接部で実施し た生物調査結果（ 平成30（ 2018） 年） では、 植物

約160種、 昆虫類約80種、 他魚類や鳥類などが確認さ れまし た。 水辺を生息環境

と する動植物も 多く 含まれており 、 多様な自然環境が形成さ れているこ と がわか

り ます。

また、 仙川沿いには団地内も 含め桜や花木が多く 植栽さ れており 、 四季の変化

を感じ ら れるこ と や、 人々が自然と 触れ合う こ と ができる場と なっ ています。

主な出現種（ 今までに見ら れた生物）

カワセミ

オモダカ、 セキショ ウなど

ミ ソハギ ノハナショ ウブ ジュズダマ

アサザ、 ヒ メ ガマなど タ コノ アシ

カルガモ オオシオカラト ンボ ショ ウジョ ウト ンボ

メダカ モツゴ ド ジョ ウ ニホンアマガエル

●鳥類 ：カルガモ、オナガなど全9種
●哺乳類：アズマモグラ、アライグマ
●爬虫類：ニホントカゲ
●両生類：ニホンアマガエル

●魚類 ：ミナミメダカ、ドジョウ、モツゴ
●昆虫類 ：シオカラトンボなど全82種
●底生動物：ヒメモノアラガイなど全2種
●植物 ：オモダカ、ヨシなど全165種
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花のある水辺の風景

環境の模式断面図（ 自然生態系復活ゾーン）

市道第92号線沿いの桜並木 護岸を彩る花

団地内の枝垂れ桜 団地内の池を彩る花

図2-3　 改修模式断面図
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④ 隣接地と 一体的に楽し む

〈 公園に隣接する場所〉

仙川に隣接する桜堤公園、 団地中央公園については、 緩傾斜護岸や蛇籠の階段

状の護岸により フ ェ ンスなどを設けない整備を行っ た結果、 仙川と 一体的な緑地

空間と なり まし た。

〈 団地内〉

団地と 河川の境界にはフ ェ ンスなどを設けていないため連続する空間と なっ て

います。 特に都市再生機構が管理を行う 仙川水辺公園では、 団地内に雨水を利用

し たビオト ープ池があり 、 その水を仙川に流下さ せるなど一体的なつく り になっ

ています。

〈 桜一の橋～桜堤公園区間〉

地区計画により 仙川周辺の民間の集合住宅に広場の設置が義務付けら れたこ と

で、 道路歩道と の連続性が高まり 、 オープンスペースの充実化に繋がり まし た。

一体的な緑地空間（ 左から桜堤公園・ 仙川・ 団地中央公園） 団地内の緩傾斜護岸と仙川

オープンスペース（ 広場8号） 民間集合住宅の仙川沿いの広場
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（ 2）社会的評価

① 防災

仙川沿いには通路をはじ めと するオープンスペースが生み出さ れたこ と により 、

避難路や仙川のオープンスペースが火災時の延焼防止など防災機能の向上に寄与

し ています。

② 表彰

平成22（ 2010） 年には「 生物多様性保護につながる企業のみどり の100選」 など

にサンヴァ リ エ桜堤と 仙川が選ばれており 、 既存の桜や緑を保全し ながら 、 周辺

の公園や緑道と ネッ ト ワーク 化し ている点や水辺が水生生物の生息環境と 観察の

場と なっ ている点などが社会的に評価さ れています。

 

平成25（ 2013） 年には「 全国の水辺自慢写真集」

（ 国土交通省）に仙川が選ばれています（ タ イ ト ル

「 いきも の あふれる仙川」）。 写真集は、 身近にあ

る 川や水辺の様々な魅力や価値を 再認識する こ

と を目指し ており 、 仙川は生態環境の豊かなと こ

ろが評価さ れまし た。

また、 平成25（ 2013） 年には隣接する民間の集合住宅が「 グッ ド デザイ ン賞」 に

選ばれています。 仙川護岸工事と 連携し て歩道状空地を整備し 、 そこ に既存及び

新植木の桜並木を形成するこ と で桜堤ら し い風景を未来に継承し たと いう 点が審

査員に評価さ れまし た。

生物多様性保護につながる企業のみどり100選

● 受賞者　 ： 独立行政法人都市再生機構

● 受賞年度： H22年度

● 主催者　 ：（ 財）都市緑化基金

● 評価内容：

・  既存の桜や緑を保全しながら、周辺の公園・ 緑道と

 ネット ワーク

・  池のエリアは、水生植物の生息環境と観察の場と

 なっている

全建賞〈 共同部門〉

● 受賞者　 ： 独立行政法人都市再生機構

● 受賞年度： H11年度

● 主催者　 ：（ 社）全日本建設技術協会

● 評価内容：

・  団地建替事業と合わせて、団地内の仙川を生き物が

 生息する水と親しめる空間に再生

・  水源は太陽光発電の動力で汲み上げた雨水を使用
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（ 3）まちづく り と し ての評価

〈 桜一の橋～桜堤公園区間〉

当区間では、 桜堤地区 地区計画に基づく 仙川と 市道第92号線の付替えによっ

て仙川沿いに幅員2.5ｍの歩道が整備さ れたため、 遊歩道的な利用が可能と なっ

ています。

その他にも 、 地区計画によっ て次のよう な効果が得ら れまし た。

① 市道第92号線旧桜二の橋付近のク ラ ンク が解消さ れ、 交通の安全性が向上し た。

② 河川に面し ていた住宅が歩道に接し た。

③ 地区計画によ り 仙川沿いにオープン スペース（ 広場8号）が整備さ れ、    

 河川と 一体的な歩行空間が創出さ れた。 　

④ 河川の蓋がけがなく なり 、 良好な街並み景観が形成でき た。

整備前 整備前

桜二の橋付近

整備後 整備後

桜二の橋付近

蓋がけ 歩道化
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①

②

③

④②

③図2-4　 断面図

図2-5　 平面図




